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 The purpose of this paper is to clarify a relationship between political discourse and content of 
Watashitachi No Doutoku in elementary school. Watashitachi No Doutoku is a teaching material of 
moral education. It is a textbook that was made by the Ministry of Education in 2014.
 In this study, I collected the discussion in the Japanese Diet on Watashitachi No Doutoku. And, I 
consider these discussions, and found that this textbook was made not only political factors but also 
social factors. According to Watashitachi No Doutoku, moral education should be carried out even 
in the home. In fact, this textbook suggest that children should return to bring this textbook to the 
home, and recommend that they should read it with their parents.
 This paper concluded that moral education in the home is essential factor in the analysis of 
Watashitachi No Doutoku. It is quite possible that we should consider how to use Watashitachi No 
Doutoku in the home and we should be critical for this political intervention in the home.
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はじめに

　本稿の目的は，『私たちの道徳』をめぐる政
治的言説とその内容との関連を解明することに
ある。
　戦後教育学の中で，道徳教育と政治との関係
はナイーブな問題として取り扱われてきたと言
えよう。たとえば，戦後教育学をリードした教
育学者の堀尾輝久は道徳教育について次のよう
に述べている。「道徳教育にかんしては戦前は
修身という教科で行なわれ，それが筆頭教科で
した。戦後はその修身が廃止され，道徳性の形
成は全教育活動をとおして目指すのだというこ
とで，道徳教育そのものを否定していたのでは

ないのですが，戦後教育への批判派からはそれ
が道徳教育を軽視しているというふうに見えた
わけで，1958年，『道徳』を特設することにな
ります」 1）。修身から戦後，そして特設道徳へ
の変化は堀尾の中でいわゆる「逆コース」の現
れとして捉えられる。
　このような堀尾の認識と現在の道徳教育を比
べるとき，そこに乖離を見出すことは難しいこ
とではない。かつて堀尾は，教科書検定制度を
めぐる家永教科書裁判に「それまでの研究のす
べてを打ち込んで証言する」 2）という気持ちを
もって，原告側証人として参加した。つまり教
科書検定の是非，あるいは有無，そしてそのあ
り方をめぐることに「それまでの研究のすべて」
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を打ち込めるほど，教育行政と教育実践には，
緊張関係があった。それに対して，本稿で取り
上げる『心のノート』やその改訂版の『私たち
の道徳』は，堀尾があれほど重視した教科書検
定を経ることなく，全国の小中学生に無償で配
布されている。ここに堀尾の認識していた緊張
関係は存在しない。
　そして，『心のノート』や『私たちの道徳』
の活用法は盛んに議論されているが，その背景
や成り立ちは看過される傾向にある。『心の
ノート』に関してはその活用法や愛国主義的な
教育へ向かう典型として批判する研究動向に対
して，その位置づけや行政との関係，成り立ち
を詳述した研究が存在する 3）。ここでは国会証
言等の政治的な言説も取り上げられ，『心の
ノート』の位置づけや成り立ちを解明する資料
として利用されている。
　それに対して，本年 2 月発行・配布というこ
ともあり，『私たちの道徳』に関しては，その
活用法を模索する，あるいは愛国主義的である
と批判する研究がほとんどである 4）。『心の
ノート』研究に見出すことのできる『私たちの
道徳』の位置づけ，その成り立ちも含めた背景
に関する研究はほとんど見られない。このよう
な研究が不十分なままで，いくら活用法を議論
しても，その意図が不明瞭であるため，活用は
限定されるか，的外れなものとなるだろう。さ
らに，愛国主義的であるとの批判も，テキスト
分析や発行・配布の経緯のみにその論拠が求め
られるならば，その妥当性は疑わしくなる。こ
のように重要なことは，『私たちの道徳』をめ
ぐる政治的な意図を含めた政治的文脈を踏まえ
た内容の分析である。
　本稿は，とりわけ小学校用のテキスト 3 冊に
限定して，テキスト分析を行う。確かに，中学
校用まで分析の範囲を広げれば，『私たちの道
徳』 4 冊に関して政治的文脈を踏まえた内容分
析を行うことが可能である。しかしながら，そ
れによって発達段階の視点や小学校と中学校と
いう学校教育法上の差異を十分に考慮すること
ができない。もちろん，わが国の道徳教育が小
学校から一貫した内容項目を有していることな
どを考慮すれば，中学校用まで含めたテキスト
と政治的文脈の関係は解明されるべきだろう。
しかしながら，中学校まで分析対象とすること
はテキストの複雑性を増加させ，政治的文脈と
の関係性はあいまいになり，抽象化される危険
性もある。と言うのも，詳細は後述するが，こ

のテキストは連続性を有しつつも，それぞれの
冊子で特徴を有しており，ひとくくりに政治的
文脈との関係性を導き出すことはできないので
はないかと思われる。
　本稿は，このことを考慮して，政治的文脈と
小学生用テキスト内容との関係性を解明し，授
業実践における利用の可能性と問題点を明らか
にする。結論を先取りするならば，本稿はこの
テキストが政治的な意図（たとえば愛国主義）
を反映したものと見なすことは早計であり，む
しろ家庭教育への政治的な関与をもたらすこと
を示すことになるだろう。『私たちの道徳』が，
価値の強要ではなく，家庭も含めた参与の形態
を有していること，そしてその機制を明らかに
していきたい。

1 ． 『私たちの道徳』誕生の文脈

　文部科学省の説明によれば，『私たちの道徳』
とは，『心のノート』（小学校 1 ，2 年生用は『こ
ころのノート』）の全面改訂である 5）。「児童生
徒が道徳的価値について自ら考え，実際に行動
できるようになることをねらいとして作成した
道徳教育用教材」であるとされる。
　そもそも『心のノート』とは，1995年の阪
神・淡路大震災の被災地である兵庫県が実施し
た「心のプロジェクト」にその起源を見出すこ
とができる 6）。その後，1997年には神戸市の須
磨区で中学生による小学生の連続殺傷事件が起
こり，県教育委員会と市教育委員会が協力し
て，「心の教育の充実」を提言することにな
る 7）。
　このような先見性を踏まえ，2000年 3 月15日
の参議院文教科学委員会で亀井郁夫議員が「道
徳の教科書がない」ことを問題視する。それに
対して，中曽根弘文文部大臣（当時）が「副読
本」の必要性を唱えた 8）。最終的に 4 種類の
ノートを同時発行し，二年にわたって合計およ
そ10億の予算を計上・実行している。
　その改訂版として位置づけられる『私たちの
道徳』もまた，政治・行政主導で準備され，配
布されたテキストである。その予算上の位置づ
けを確認しておこう。平成26年度主要経費「文
教及び科学振興費」（一般会計）は， 5 兆4421
億円である。文部科学省の予算（一般会計）は
5 兆3627億円である 9）。一般会計歳出概算所管
別内訳によれば，合計が95兆8823億円であるた
め，文部科学省の予算は全体のおよそ 5 ％であ
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る。
　その中で，『私たちの道徳』は， 1 ．「教育再
生に向けた措置」の「（ 2 ）いじめ等への対応」
に位置付けられている。①「いじめ対策等総合
推進事業」48億円にくわえて，②道徳教育の充
実14億円が「新規」に計上されている。財務省
によれば，その内容は『心のノート』の全国の
小・中学生への配布，自治体による多様な事業
の支援となっている 10）。このように予算上は，
『私たちの道徳』も含めた道徳教育は「いじめ
等への対応」の枠内に位置付けられる。
　このことは平成26年 2 月19日の下村博文文部
科学大臣の所信に顕著である 11）。

「いじめの問題については，いじめ防止対策推
進法や同法に基づく基本方針をもとに，いじめ
の問題に関する総合的な対策の実施を進めま
す。また，心と体の調和のとれた人間の育成に
取り組む観点から，道徳教育用教材の『心の
ノート』を全面改訂した『私たちの道徳』の全
国の小中学校への配付や，道徳を特別の教科と
して位置づけることに取り組むとともに，体罰
の禁止の徹底を図ります」。

　『私たちの道徳』が，いじめ対策の一環であ
ることに留意する必要がある。『心のノート』
が少年事件に端を発する道徳教育の一環であっ
たことと比べると，両者の差異は明確である。
文科省は，改訂版を強調するが，両者の文脈は
大きく異なっている。

2 ． 『心のノート』と『私たちの道徳』

　初等中等教育局長が都道府県教育長宛てに出
した文書は『心のノート』の位置づけを明確に
次のように述べている 12）。

　「『心のノート』は，その作成意図，内容，
活用方法等から考えて，当然のことながら，児
童生徒用の主たる教材としての教科書ではな
い。また，道徳の時間においては，副読本とし
て読み物資料が中心的な資料として用いられる
ことが多いが，『心のノート』は，この種の副
読本などに代わるものでもない。つまり，道徳
の時間における「心のノート」は，道徳の時間
に，『心のノート』のみを使用して授業を展開
するということではなく，むしろ，指導過程の
中で補助的に活用したり，授業の事前・事後に

関連付けて活用したりすることによって，ねら
いとする道徳的価値や中心的な資料としての副
読本などの内容についての理解を助けることが
できる冊子となるのである」。

　『心のノート』は，教科書のような検定を経
ていない。さらに言えば，それは副読本でもな
い。教科書や副読本との関連でいえば，『心の
ノート』は，教科書でも副読本でもない，補助
教材ということになる。『私たちの道徳』は『心
のノート』の改訂版である。そうであるなら
ば，『私たちの道徳』もまた，教科書でも，副
読本でもない，補助教材ということになる。
　現時点で文科省は「『私たちの道徳』の配布
について」という通知を各都道府県，各指定都
市の教育委員会教育長，知事，附属小学校・中
学校を置く国立大学長，構造改革特区法第12条
第 1 項の認定を受けた各地方公共団体の長へ出
している 13）。その中で，『私たちの道徳』は道
徳教育用教材として配布してきた『心のノート』
の全面改訂であるとし，児童生徒が道徳的価値
について自ら考え，行動できるようになること
をねらいとして作成した道徳教育用教材である
としている。そして，その特徴として三つを挙
げている 14）。

・�道徳の時間はもちろん，学校の教育活動全体
を通じて，また，家庭や地域においても活用
することが期待されます。

・�学習指導要領に示す道徳の内容項目ごとに
「読み物部分」と「書き込み部分」とで構成
しています。

・�児童生徒の発達の段階を踏まえ，先人等の名
言，偉人や著名人の生き方に関する内容を多
く取り上げるとともに，いじめの問題への対
応や我が国の伝統と文化，情報モラルに関す
る内容などの充実を図っています。

　このように文科省は『心のノート』のように，
明確に『私たちの道徳』を位置づけてはいな
い。ここで，平成26年 6 月10日文教科学委員会
での審議に注目しよう。日本維新の会遠藤敬委
員が『私たちの道徳』は「どこまで強制力が
あって，この副読本（『私たちの道徳』：筆者）
が使用されるのか，されていないのか」との質
問に上野通子大臣政務官は次のように回答して
いる 15）。「これは，まだ道徳の時間に使う教科
書がないわけで，そのかわりに，代替として使
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うのは，副読本として，恐らく全国で使えるの
はこの本しかないと思います」。だから，強制
力はないが，貴重な財源を使って無償配布した
ものなので，使用してほしい，と。
　さらに遠藤委員は次のように問う。「これ
（『私たちの道徳』：筆者）を送りつけただけで，
では，強制力，使う，使わないは，学校単位と
か先生単位ということでよろしいでしょう
か」 16）。これに対して，大臣官房審議官の藤原
誠は，次のように答える 17）。

「基本的に，副教材につきましては，法律上の
位置づけとしては，教科書と違いまして，教科
書の場合は使用義務があるということでござい
ますが，副教材の場合はそういう法律上の義務
はないということでございますので，厳密に言
うと，この『私たちの道徳』につきましても，
使用を強制させるような法律上の権限はないと
いうことでございます。
　しかしながら，今，上野政務官からもお話し
申し上げたとおり，文部科学省としては，確実
に使ってほしいということを願っているという
ところでございます」。

　上野は『私たちの道徳』は「副読本」とし，
藤原は「副教材」と述べる。この答弁の後，質
問者の遠藤は，「道徳の教科化ということも間
近に迫っておりますが，そんな中で，学校現場
が教科書すら使っていただけない状況で，道徳
の教科化ということも実態として本当にできる
のかなという心配も私はしております」と述べ
る。つまり『私たちの道徳』は「教科書」と捉
えている。さらに言えば，平成26年 5 月15日付
の通知の別添資料によると，『私たちの道徳』
は，学校の道徳の時間において中心的な資料と
しても，また補助的な教材としても活用できま
すと謳われる 18）。
　もちろん，ここで揚げ足を取るつもりはな
い。しかしながら，『私たちの道徳』というテ
キストが政治主導で作成・配布されたにもかか
わらず，国会における議論が概念の整理もつか
ないまま，進行していることは重要な問題であ
る。むしろ，問うべきは早急な議論が進行する
背景には何があるのかということであろう。換
言すれば，概念の整理もつかないまま，『心の
ノート』から『私たちの道徳』への変更が生じ
たのはなぜか。

3 ．教科化の動向と『私たちの道徳』

　民主党の小川淳也委員は，予算委員会にて学
校教育は，公共心や奉仕の心，自己節制などの
一定の価値を重んじなければならないと述べ
る。そしてそれを認めたうえで下村文科大臣へ
次のような質問を投げかけている 19）。

「果たして為政者の側がどれほど完全な存在で
あり，道徳観や価値観を含めてそれを一方的に
教えられる立場であるのかという観点から議論
しますと，少しそこには，同様に，謙虚な姿勢
といいますか謙抑的な姿勢が一方で必要ではな
いかという気もいたしております」。

　この趣旨に基づく質問は，『心のノート』が
配布されて以降，繰り返されてきた 20）。教科
書でもなく，副読本でもない『心のノート』は，
国定教科書と同等の経緯で子どもたちのもとへ
届けられてきた。そのため，特定の価値観を教
示する危険性があるというものである。小川委
員の質問は，『心のノート』の改訂版にあたる
『私たちの道徳』にもこの危険性があるのでは
ないかと解釈できる。
　それに対して下村大臣は，『私たちの道徳』
の導入の経緯を次のように述べている。まず，
民主党政権下では使用されなかった『心のノー
ト』を自民党政権になって復活させた。さら
に，これでは不十分と思い，『私たちの道徳』
へ変更した。『私たちの道徳』を「ぜひ読んで
いただきたいと思うんですね。これを読んでい
ただいて，小川委員が本当に危惧されるよう
な，児童生徒の内心の自由に踏み込んだ内容に
なっているのかどうかということですね」と述
べている。
　このように『心のノート』から『私たちの道
徳』への変更は，政局が絡むのである。確かに
民主党政権成立後，いわゆる「事業仕分け」が
実施され，『心のノート』もまた，その対象と
されたのである。下村大臣は，次のように続け
ている 21）。

「私は，そういうような，何か国家主義的な教
育ということではなくて，これは，国とか民族
とか，それから時代を超えて，人が人として生
きるために必要な規範意識や社会性，思いやり
の心など，豊かな人間性を育むということを観
点として，一人一人が自分に自信を持って，ま
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た，社会の責任ある構成者として幸福に生きる
基盤をつくる上で不可欠なもの，そういう観点
で，とりあえず教材としてつくりました」。

　そのため，指導のあり方として，一方的に講
義の中で道徳は教えられるべきではなく，「道
徳の時間に，例えばその物語を読んで子供たち
がそれぞれどう感じたかという中で，あるべき
道徳というのを子供たちみずからが考える」こ
とが重要である。道徳というのは，一つのとり
方だけでなく，いろいろな，多様なとり方があ
るので，子ども同士が議論することを求めて，
この教材を作った。だから，小川委員の危惧す
るような道徳を導入するつもりはないと言うの
である 22）。
　この答弁が，前政権担当の民主党議員へ向け
たものであることは考慮すべきだろう。簡潔に
言えば，民主党で形骸化された道徳教育を本政
権で本格的に行いたいとの決意表明と捉えるこ
とも可能である。むしろ，それゆえにこそ，『心
のノート』から『私たちの道徳』への変更の意
図が透けて見える答弁とも言えよう。前節で取
り上げたように，『私たちの道徳』は，教科書，
副読本，補助教材という概念すらあいまいなま
ま全国の子どもたちに配布された。この変更の
趣旨は，「政局がらみ教科化」とまとめること
はできないだろうか。
　その証拠に，下村大臣は，同会議で与党公明
党の佐藤英道委員の質問に答える形で，「国家
が特定の価値観を強いるとか，あるいは国家主
義的な道徳観における教育が教えられるという
ようなことが全く杞憂である」と回答してい
る 23）。
　しかしながら，「政局がらみの教科化」とし
てのみ，『心のノート』から『私たちの道徳』
への変更を捉えるならば，次のような答弁を説
明するのに窮することになる。

4 ．家庭と『私たちの道徳』

　元横浜市長の日本維新の会（当時）中田宏委
員に下村大臣は「せっかくの時間ですので中田
委員にもぜひ申し上げたいことがあるんです
が」と断り，「教育村」の体質批判として，次
のようなエピソードを紹介している 24）。天皇
皇后両陛下の防災教育の行幸啓があり，下村大
臣らは都内のある学校の教室で待機していた。
その時，人数分の『私たちの道徳』が教室にそ

のまま置きっ放しで置いてあった。そして大臣
は自らのフェイスブックに，こういう事例があ
るとアップした。そうすると， 7 割の親が実際
に見ていないことがわかったと言うのである。
そして，次のように訴える 25）。

「つまり（『私たちの道徳』を：筆者）家庭に
持っていっていないんです。それは学校にとめ
置きのところが実際はかなりある。そもそもそ
れを子供たちに配っていないという自治体もあ
る。これは，個々の学校の先生の判断とか個々
の学校の判断というよりは，そこの教育委員会
における判断によるところがやはり大きいので
はないかと思います。実際にそういうものをつ
くっているにもかかわらず，ぜひこれは親に見
てもらいたい，親にも見てもらって，家庭で一
緒に，道徳というのは学校の一授業だけで成立
するだけではないですから，やはり親御さんに
も見てもらって，家庭でも道徳というのは何な
のかということを理解してもらうために見ても
らいたいということをお願いしているにもかか
わらず，生徒が持ち帰っていないというところ
の方が実は多いかもしれない。これは非常に問
題だというふうに思いました」。

　この答弁の文脈は，中田委員（元横浜市長）
が教育委員会と地方公共団体の首長との関係を
問うたものである。教育委員会の制度改革は，
安倍政権の重要項目と捉えることができ，その
実行のために現教育委員会制度は，「教育村」
の悪しきものとして捉えられる。その証拠だて
として，『私たちの道徳』は，利用されている
と言えよう。
　先述したように，『私たちの道徳』は国家主
義的な価値観の押しつけとは言えず，むしろよ
り政治的な「政局がらみの教科化」にその意図
があると捉えるのが妥当であろう。ただそうだ
とすれば，この中田委員とのやり取りの後半部
分はいかに解釈すればよいのだろうか。ここに
は，家庭や親との関係で道徳教育を捉えようと
する意図がうかがえる。具体的には，「道徳と
いうのは学校の一授業だけで成立するだけでは
ない」。「やはり親御さんにも見てもらって，家
庭でも道徳というのは何なのかということを理
解してもらう」というものである。これまで道
徳教育は，「学校の教育活動全体」で実施すべ
きものとされてきた。にもかかわらず，『私た
ちの道徳』は学校教育に留まることを意図しな
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い。むしろ，家庭の中に入り込み，「道徳とは
なにか」を家庭で問うようにすべきとされるの
である。
　初等中等教育局は，局長が平成26年 2 月14日
付で出した通知「私たちの道徳の配布について」
に続いて，再度同年 5 月15日付で教育課程課長
が「私たちの道徳の配布について（通知）」を
出す 26）。そこでは，次のように述べられる。『私
たちの道徳』は，「学校に備え置くのではなく，
児童生徒が家庭や地域等でも活用できるよう，
対象児童生徒一人一人に確実に配布してくださ
いますよう重ねてお願いします」。アンダーラ
インまで引かれ，強調されている。
　課長が出した通知には別添資料があり，そこ
には活用方法として，学校での活用に加えて，
家庭や地域での活用が唱えられている。『私た
ちの道徳』には「家庭や地域で話し合ったこと
を書き込んだり，家族が書き込んだりする欄が
多く設けられており，家庭や地域で広く活用で
きます」と述べられている 27）。このテキスト
は，家庭教育も含めた道徳教育のために準備さ
れたものと解釈することができよう。

5 ．『私たちの道徳』の内容―「読み物部分」

　まず概要をおさえよう。小学校の『私たちの
道徳』は 4 つの節で構成されている。それぞれ
は次の通りである。

〈小学校 1 ， 2 年〉
　自分を見つめて
　人とともに
　いのちにふれて
　みんなとともに

〈小学校 3 ， 4 年〉
　自分を高めて
　人と関わって
　命を感じて
　みんなと関わって

〈小学校 5 ， 6 年〉
　自分をみがいて
　人とつながって
　命をいとおしんで
　みんなとつながって

　この節の構成が，学習指導要領で述べられて

いる内容項目と対応していることは言うまでも
ない。具体的には，たとえば，小学 1 ， 2 年用
であれば，次のようになろう。

〈小学校 1 ， 2 年〉
　�自分を見つめて→「�主として自分自身に関す

ること」
　�人とともに　　→「�主として他の人とのかか

わりに関すること」
　�いのちにふれて→「�主として自然や崇高なも

のとのかかわりに関する
こと」

　�みんなとともに→「�主として集団や社会との
かかわりに関すること」

　教育学者小林万里子の言うように，わが国の
学校教育における道徳教育の特徴は，内容項目
は変わらず，その内容を発達段階に応じて，ス
パイラル・アップさせたものであると考えられ
る 28）。文部科学省も認めるように，この教材
はこの内容項目のスパイラル・アップに対応し
た構成にもなっている。
　文科省が『私たちの道徳』の特徴として挙げ
る三つの特徴のうち，内容に関するのは第三番
目にあげる特徴である。それが，どのように具
体化されているのかを見ておこう。繰り返せ
ば，第三番目の特徴とは次のようなものであっ
た。「児童生徒の発達の段階を踏まえ，先人等
の名言，偉人や著名人の生き方に関する内容を
多く取り上げるとともに，いじめの問題への対
応や我が国の伝統と文化，情報モラルに関する
内容などの充実を図っています」。
　第一に，先人等の名言，偉人や著名人の生き
方に関する内容を多く取り上げている。たとえ
ば，小学校 1 ， 2 年用には二宮金次郎の伝記，
ファーブルの伝記が掲載されている。 3 ， 4 年
生になれば，それはさらに進行し，女子サッ
カー日本代表の澤選手，シドニーオリンピック
女子マラソン金メダルの高橋尚子，第16代アメ
リカ合衆国大統領リンカーン，ロンドンオリン
ピック男子競泳チーム，葛飾北斎の物語が掲載
されている。 5 ， 6 年生はノーベル平和賞を受
賞したケニヤ出身の活動家ワンガリ・マータ
イ，ロンドンオリンピック男子体操金メダリス
トの内村航平選手，ヘレンケラーの家庭教師の
アニーサリバン，メジャーリーガーのイチロー
選手，歌舞伎役者の中村勘三郎，書家の相田み
つをなどの多くの著名人の言葉が紹介されてい
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る。
　第二に，いじめ問題への対応としては，いじ
め問題を正面から取り上げているものとして，
小学校 5 ， 6 年用には作曲家の千住明「いじめ
ている君へ」というメッセージが掲載されてい
る 29）。また，信頼，友情，規範意識，公正な
どの内容が各学年に組み込まれている。たとえ
ば，小学校 1 ， 2 年用には「人としてしてはな
らないこと」 30）と言う項目などはその典型であ
る。
　第三に，わが国の伝統と文化についてであ
る。小学校 1 ， 2 年生用で地域の祭りが取り上
げられ， 3 ， 4 年生ではわが国の伝統と文化が
紹介され，和服，和食，和室が写真入りで掲載
されている。 5 ， 6 年生になれば，剣道におけ
る人間形成が物語で綴られ，浮世絵や建築物な
どが日本らしさとして写真で掲載されている。
ここにも先述した内容項目のスパイラル・アッ
プを確認することができよう。
　最後に情報モラルについてである。 1 ， 2 年
生を除く 3 ， 4 年生， 5 ， 6 年生に情報モラル
の内容が掲載され，携帯電話やパソコンとの付
き合い方，問題トラブルなどが事例を中心に紹
介され，児童生徒が自ら考えることができる内
容になっている。
　もちろん，このような概要はいずれも，「読
み物部分」と呼ばれる箇所である。『私たちの
道徳』にはもう一方の「書き物部部分」と呼ば
れるものがある。次節ではここに焦点をあて，
分析したい。第 4 節で述べたようにこの教材は
家庭との連携を模索する教材である。確かに
「読み物部分」にも絵本を読むように，親子の
交流を『私たちの道徳』が促すことは十分にあ
り得る。しかしながら，家庭との連携は，むし
ろ，「書き物部分」により顕著ではないかと思
われる。

6 ．『私たちの道徳』の内容―「書き物部分」

　まずは『私たちの道徳』の冒頭を見てみよ
う。「あなたのことを教えてね」（小学校 1 ， 2
年用） 31），「自分のことを書いてみよう」（小学
校 3 ， 4 年用） 32），「これが今の私」（小学校 5 ，
6 年用） 33）という見出しが付き，以下のよう
に，「好きな遊び」「夢中になっていること」「将
来の夢」などを記載するようになっている。
　『私たちの道徳』が二つの学年を跨いだ教材
であることを考えると，これらの作業を通し

て，児童らは自らの変化や深化をすぐに理解す
ることができるだろう。いわば，この欄は一年
前の自分のことを振り返り，いまの自分と比較
することを可能にする仕掛けとなっている。い
わば「振り返りシート」と言える。
　さらに言えば，小学生用の『私たちの道徳』
にはすべて家族に関する節が設定されている。

図 1 　「あなたのことを教えてね」 
（小学校 1 ， 2 年用）

図 2 　「自分のことを書いてみよう」
（小学校 3 ， 4 年用）　

図 3 　「これが今の私」（小学校 5 ， 6 年用）
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たとえば，小学校 3 ， 4 年生用には次のような
ページがあり，家族へのインタビューと書き込
みを促されている 34）。
　そして，自分の家族のことをまとめ，家族に
伝えたい気持ちを記入する欄や家族のために頑
張りたいことを書くように促される。このこと
は小学校 5 ， 6 年生用でも継承され，家族にお
ける自らの役割を見出し，小欄へ家族へのメッ
セージを書くようになっている 35）。
　このようにこのテキストは，『心のノート』
に比べても，多くの家族との会話やインタ
ビューを促し，自らそれらをまとめることを求
める。つまり，多くのアクティブティーを盛り
込んでいる。単に自分の気持ちを書くだけでは
なく，家族や地域の人へのインタビューをまと
め，自分の考えを書くように促される。とりわ
け，小学校 1 ， 2 年生用は注目に値する。たと
えば，次を見てもらいたい 36）。

　このページは，家族のことをテーマにした
ページではなく，身の回りの片づけを記載した
ページである。児童は，片づけることができて
いれば，○の欄に色を塗っていく。しかしなが
ら，このページの左端には「家の人から」の
メッセージ欄が設けられている。つまり，父親
や母親などはこの欄へ子どもたちの片づけにつ
いて記入するように仕向けられるのである。こ
のような構成のページは，その他にも確認する
ことができる。
　たとえば，小学校 1 ，2 年生用は，小学校 3 ，
4 年生， 5 ， 6 年生に比べて「家の人から」と
いうメッセージの記入欄が突出して多い。 1 ，
2 年生用には24か所の欄が設けられているが，
3 ， 4 年生には 3 か所， 5 ， 6 年生には 2 か所
しか存在しない。この事態がなぜ生じたのかは
別稿に譲らざるを得ないが，このテキストは家
庭での利用を織り込んでおり，学校教育という
枠に収まるものではないことは理解することが
できる。小学校 1 ， 2 年生用「自分でやること
はしっかりと」という節には次のようなページ
がある 37）。

　ここにもアクティブティーと「家の人から」
のメッセージ欄が設定されていることがわか
る。さらに，「すなおにのびのびと」という節
には次のようなページも設けられ，「のびのび
と明るい気持ち」で過ごした日を色塗りするよ
うになっている 38）。また，「気持ちのよいふる
まいを」という節には「あいさつの木をそだて
ていきましょう」と説かれ，「木のみ」に色を
塗り，「家の人から」のメッセージを求められ
るのである 39）。

図 4 　「家族みんなで協力し合って」
（小学校 3 ， 4 年用）　

図 5 　「きそくただしく気もちのよい毎日を」
（小学校 1 ， 2 年用）　　　　　

図 6 　「自分でやることはしっかりと」
（小学校 1 ， 2 年用）　　
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　『私たちの道徳』の巻頭には「この本の使い
方」というページがあり，これが学校，家庭，
地域で活用するものであることが謳われてい
る。読み物を読んだり，自分の考えを書き込ん
だりする。そして，標語のように，「いつでも，
どこでも，何度でも，開いてみよう『私たちの
道徳』。生きていくうえで大切なことを考え，
自分の生き方に生かしていこう」とまとめてい
る。さらに，巻末には「保護者の方へ」という
欄が設けられ，以下のことが記載されている。
「この本は，子供たちが人として心豊かに生き
ていくことができるようになることを願って，
作成したものです」。「学校では道徳の時間やそ
の他の学習活動を通じて活用します」「御家庭
でも，この本を開いて，一緒に考えたり話し
合ったりして，子供たちの豊かな心の成長に役
立ててくださいますようお願いします」となっ
ている。

おわりに

　本稿は，国会における『私たちの道徳』をめ
ぐる議論の分析を通して，『私たちの道徳』の
導入の意図が「政局がらみの教科化」などのポ
リティカルな要素に加えて，家庭教育の道徳化
にあることを解明した。家庭との連携が不可欠
な小学校低学年のテキストはその典型である。
　『私たちの道徳』は，学校教育において使用
するテキストである。そのため，それをいかに
活用するのかを議論することは必要不可欠なこ
とである。さらに言えば，配布の経緯を考慮す
るならば，その特殊性を指摘し，その問題点を
明確にすることも必要なことと言えよう。
　しかしながら，いずれの立場であれ，その前
提に存在する問い，すなわち「なぜ道徳教育へ
政治はこれほど関与したがるのか」は決定的な
意味を持つはずである。なぜなら，この問いを
不問に付すならば，次のような問題が生じると
考えるからである。第一に，活用法を模索する
立場は，このテキストの意図や含意が不明なま
ま活用法を議論することになる。そのため，そ
こで解明されるであろう活用法は妥当性を欠い
たその場限りの活用法に過ぎなくなる。次に，
『私たちの道徳』を批判する立場も，テキスト
分析が表面的となり，批判することを先行させ
た結論ありきの言説になり兼ねない。
　本稿は，『私たちの道徳』配布の意図が，家
庭教育の道徳化という側面を有していることを
解明した。これはそもそも予算上「いじめ対策
費」として計上されたことを考えると，教育病
理の処方箋が学校教育だけではなく，家庭教育
にまで裾野を広げて求められていることを示し
ている。このことを考慮するならば，『私たち
の道徳』の活用法は，家庭教育における活用法
もまた積極的に提言されるべきだろう。あるい
は『私たちの道徳』を批判する論点は，その発
行・配布の経緯のみならず，家庭教育への政治
的な介入にこそ求められるべきと言えよう。
　『私たちの道徳』を分析する際，家庭教育と
いう観点が決定的に重要であることを示したこ
とに本稿の意義はある。授業実践における『私
たちの道徳』の活用法の模索であれ，『私たち
の道徳』批判であれ，それらの議論が看過し，
忘却している家庭教育という観点こそ，このテ
キストのあり方を解明するカギになるのではな
かろうか。なぜなら，いかなる教材，テキスト
であれ，国家レベルで家庭へ持ち帰ることを促

図 7 　「すなおにのびのびと」
　　（小学校 1 ， 2 年用）

図 8 　「気持ちのよいふるまいを」
（小学校 1 ， 2 年用）
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され，その活用が提唱されたことはないからで
ある。この『私たちの道徳』というテキストは，
少子化の影響で学校教育自体が縮小し，学校へ
の期待が困難な時代にあって，いよいよ行政側
が家庭という新たな場所へシフトチェンジしつ
つあることを示しているようにも思える。むし
ろ，道徳教育として解明すべきはこのような歴
史的な流れの中に，『私たちの道徳』というテ
キストを位置づけることにあるように思える。
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